
専門医資格等
日本耳鼻咽喉科専門医
京都大学　医学博士
京都大学臨床教授
日本耳鼻咽喉科学会代議員
専門分野
耳科学･耳鼻咽喉科
得意疾患
中耳疾患めまい疾患

専門医資格等
日本耳鼻咽喉科専門医
頭頸部がん専門医指導医
内分泌外科専門医
気管食道科専門医
日本がん治療認定医
日本頭頸部癌学会代議員
日本気食道科学会評議員
日本頭蓋底外科評議員
専門分野
頭頸部外科･甲状腺外科
得意疾患
頭頸部がん、甲状腺手術

診療科長
（耳鼻咽喉科）

辻　純

診療科長
（頭頸部外科）
安里　亮

□ スタッフ 令和2年10月1日時点
氏　　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 員
（耳鼻咽喉科）

嘉田　 真平 日本耳鼻咽喉科学会専門医
頭頸部がん専門医

耳鼻咽喉科
頭頸部外科一般

頭頸部癌
甲状腺癌
音声疾患

医 員
（耳鼻咽喉科）

辻　　 拓也 日本耳鼻咽喉科学会専門医 耳鼻咽喉科
頭頸部外科一般

耳鼻咽喉科一般

医 　 員
（頭頸部外科）

伊藤　 通子 日本耳鼻咽喉科学会専門医 頭頸部外科一般 頭頸部外科一般

レジデント
（耳鼻咽喉科）

伊藤 真裕子 耳鼻咽喉科一般 耳鼻咽喉科一般

専 攻 医
（耳鼻咽喉科）

長原　 佳菜 耳鼻咽喉科一般 耳鼻咽喉科一般

□ 診療科の特徴

施設認定等
日本耳鼻咽喉科学会専門医制度専門医研修施設
内分泌・甲状腺外科専門医制度認定施設
日本頭頸部外科学会頭頸部がん専門医研修施設
日本気管食道科専門医認定施設

１．伝音再建を中心とした中耳疾患手術
２．頭頸部進行癌に対する拡大手術を中心とした集学的治療による治癒率向上
３．頭頸部癌による低侵襲手術の開発によるQOL向上
４．QOLを考慮した甲状腺手術
５．頭頸部・甲状腺外科執刀医養成のシステム
６．スタッフ全員による入院患者の診断・治療
７．京都大学側頭骨セミナーへ講師として参加
８．めまいの診断と治療
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□ 主な対象疾患
・  真珠腫性中耳炎・慢性中耳炎
・  めまい症
・  頭頸部癌（口腔癌：舌癌・歯肉癌・頬粘膜癌・口腔底癌、咽頭癌、喉頭癌、鼻・副鼻腔癌：上顎洞癌・篩骨洞癌、耳
下腺癌・顎下腺癌など）
・  甲状腺癌・甲状腺良性腫瘍・副甲状腺腫瘍・バセドウ病（手術）
・  頭頸部良性腫瘍・頭蓋底進展腫瘍・咽頭表在癌

□ 診療（業務）内容
耳鼻咽喉科と頭頸部外科はともに外来・病棟・手術を行っている（手術数などは両科合同）。真珠腫・中耳炎・め
まい・顔面神経麻痺など耳科全域を行っている。一般的な頭頸部癌・甲状腺癌の治療はもとより進行癌の治療も
積極的に行い根治治療を目指しており、再建を要する頭頸部進行癌や縦隔浸潤する甲状腺癌・頭蓋底に進展す
る頭頸部腫瘍は関西一円はもとより関東・中国地方などからも治療をうけにこられている。また、低侵襲手術とし
ての口腔癌に対するPGAシート被覆法を開発し、学会などで積極的に発表し標準治療としての普及を図ってい
る。さらに経口的な咽頭がんの切除により、QOLを保った治療も積極的に行っており、これらも関西以外からも
手術を希望されて当科に紹介される場合が多い。

□ 診療実績（令和2年度）
入院患者数
1日平均患者数 新入院患者数 平均在院日数

15.7名 440名 13.2日

外来患者数
1日平均患者数

40.3名

主な手術・検査の件数など
耳手術 鼻副鼻腔手術 甲状腺・副甲状腺手術 頭頸部腫瘍手術
18件 30件 89件 129件

□ 学術活動報告（学会・研究発表など）
分類

(国際学会もし
くは国内学会）

発表学会 演題名 等 演者（当院） 開催地 発表年月日

国内学会発表 第82回耳鼻咽喉科臨床学会 口腔癌切除後のMCFP法 安里 亮，安田 佳織，長原 佳菜，
伊藤 通子，辻 拓也，嘉田 真平，
辻 純

京都 2020/12/24

国内学会発表 第82回耳鼻咽喉科臨床学会 進行性に汎血球減少をきた
した鼻腔原発malignant 
ectomesenchymomaの一
例

安田 佳織 京都 2020/12/24

国内学会発表 第82回耳鼻咽喉科臨床学会 上顎洞原発扁平上皮癌症例
の検討
～京都大学関連施設におけ
る多施設共同研究～

辻 拓也 京都 2020/12/24

国内学会発表 第82回耳鼻咽喉科臨床学会 副神経鞘腫の一例 長原 佳菜，安里 亮，伊藤 通子，
辻 拓也，辻 純

京都 2020/12/24

─ 120 ─


